
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年７月１１日                 全国一般神奈川                    第２７８（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
７
月
１
２
日 

１
５
時 

 

が
く
ろ
う
神
奈
川
大
会 

 

●
７
月
１
２
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
７
月
１
３
日 

１
６
時 

事
務
所 

横
浜
交
通
開
発
会
議 

 

●
７
月
１
３
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
７
月
１
６
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

 

●
７
月
１
６
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
７
月
２
０
日 

１
２
時
３
０
分 

新
百
合
ヶ
丘 

ら
ぽ
お
る
の
樹
会
議 

 

●
７
月
２
０
日 

１
８
時
３
０
分 

技
文
８
０
１ 

県
共
闘
学
習
会 

 

●
７
月
２
１
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

 

●
７
月
２
３
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
１
０
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

終
了
後 

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー 

 

●
７
月
２
４
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
１
０
回
担
当
者
会
議 

 

●
８
月
１
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
２
回
神
奈
川
最
賃
審
議
会 

 

●
８
月
８
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
１
１
回
執
行
委
員
会 

  

●
９
月
１
７
日 

１
４
時
３
０
分 

Ｌ
プ
ラ
ザ 

第
２
６
回
定
期
大
会 

  

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

は
、
６
月
１
２
日
、
年
一
度
の
総

会
を
組
合
事
務
所
で
開
催
し
、
前

年
度
の
活
動
の
振
り
返
り
と
今

後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
最
初
に
１
年
間
の

活
動
を
ま
と
め
た
資
料
を
基
に

２
２
年
度
の
相
談
状
況
、
活
動
内

容
を
確
認
し
ま
し
た
。
２
２
年
度

の
電
話
相
談
は
８
８
件
、
メ
ー
ル

相
談
１
３
件
、
合
計
１
０
１
件

で
、
前
年
度
の
約
７
８
％
に
減
少

し
ま
し
た
。
こ
の
４
年
間
に
お
い

て
も
相
談
件
数
は
年
々
大
き
く

低
下
し
て
い
ま
す
。 

相
談
内
訳
で
は
、
い
じ
め
・
パ

ワ
ハ
ラ
が
２
３
件
で
ト
ッ
プ
、
次

い
で
退
職
相
談
が
８
件
、
年
休
に

関
す
る
相
談
が
６
件
、
労
働
条
件

の
不
利
益
変
更
、
試
用
期
間
、
通

勤
・
通
勤
費
に
関
す
る
相
談
が
各

５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
じ

め
・
パ
ワ
ハ
ラ
は
、
使
用
者
側
の

意
に
沿
わ
な
い
労
働
者
を
退
職

へ
と
追
い
込
む
手
法
と
化
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
辞
め
た
い

の
に
辞
め
さ
せ
て
も
ら
え
な
い

と
い
う
相
談
が
昨
年
同
数
の
４

件
あ
り
、
有
期
雇
用
の
途
中
解
約

に
対
し
損
害
賠
償
を
チ
ラ
つ
か

せ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。
有
期
雇
用
労
働
者
が
二
重

に
無
権
利
状
態
に
お
か
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

女
性
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
は
２
１

年
６
月
に
開
始
し
て
丁
度
１
年

と
な
り
、
件
数
は
１
件
に
留
ま
っ

た
も
の
の
、
解
決
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
潜
在
的
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
広
報
対

策
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
第
４
９
次
越
冬
闘
争
期

間
の
年
末
・
年
始
の
労
働
相
談
活

動
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
駅
頭
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
へ
の

越
冬
チ
ラ
シ
配
布
・
配
置
状
況
等

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
期
間

中
の
相
談
内
容
と
対
応
に
つ
い

て
共
有
し
ま
し
た
。
労
働
相
談
カ

フ
ェ
が
定
着
し
、
相
談
に
も
つ
な

が
っ
て
お
り
、
今
後
、
予
算
と
人

員
計
画
の
精
緻
化
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

２
３
年
度
の
活
動
方
針
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
、
電
話
・
メ

ー
ル
相
談
、
寿
街
角
相
談
、
年
末
・

年
始
寿
労
働
相
談
を
取
り
組
む

こ
と
。
そ
の
た
め
の
相
談
員
の
拡

充
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
外
国

人
か
ら
の
相
談
に
対
応
で
き
る

よ
う
英
語
で
の
相
談
窓
口
の
設

置
を
検
討
す
る
こ
と
等
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。 

月
一
回
の
労
働
相
談
会
議
で

は
、
隔
月
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
ー

マ
を
選
ん
で
学
習
会
を
開
催
し
、

相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
神
奈
川

県
が
毎
年
発
行
す
る
「
労
働
手

帳
」
等
を
使
い
、
労
働
法
規
や
使

え
る
制
度
な
ど
、
解
決
力
を
も
っ

た
相
談
対
応
を
め
ざ
し
、
学
習
活

動
を
平
行
し
て
行
っ
て
い
き
ま

す
。
神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
常
に
、
相
談
業
務
を
支
え

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
と
共
に
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

（
小
畑
） 

神奈川労働相談センター総会開催 
2 0 2 2 年 度  労 働 相 談 ま と め 

期間：2022 年４月１日～2023 年３月３１日   

電話 メール 電話 メール 電話 メール 電話 メール

４月 4 0 14 1 26 1 11 0

５月 12 2 8 0 15 0 14 1

６月 6 1 12 1 20 0 21 1

７月 9 2 7 0 14 0 22 1

８月 12 1 8 0 10 0 17 0

９月 6 1 10 1 13 2 12 0

１０月 8 0 11 0 12 0 12 0

１１月 6 1 10 0 7 1 21 0

１２月 5 1 13 0 12 0 7 1

１月 6 0 11 0 8 1 10 1

２月 7 1 12 0 13 1 20 1

３月 7 3 9 1 12 0 17 1

合計 88 13 125 4 162 6 184 7

2022 2021 2020 2019
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■ 第２６回定期大会 
9/17（日）  
１4：３０開場  

１５：００開始  

１７：００終了  

＊終了後、同会場にて懇親会を開催します。 

於 神奈川労働プラザ 多目的ホール 
〒231-0026  

神奈川県横浜市中区寿町 1 丁目 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年７月１１日                全国一般神奈川                    第２７８号（２） 

６
月
２
３
日
か
ら
４
日

間
で
開
催
さ
れ
た
、
自
転
車

で
戦
跡
を
め
ぐ
り
な
が
ら

過
去
の
戦
争
を
学
び
、
反
戦

平
和
を
訴
え
る
「
沖
縄
ピ
ー

ス
サ
イ
ク
ル
」
に
参
加
し
ま

し
た
。 

梅
雨
が
ま
だ
明
け
ぬ
那

覇
に
到
着
し
た
２
３
日
は
、

県
南
部
の
山
形
の
塔
、
白
梅

の
塔
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
、
魂

魄
の
塔
を
自
転
車
で
巡
り
、

広
島
の
塔
の
前
広
場
で
開

催
さ
れ
た
国
際
反
戦
集
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
翌
日
か

ら
は
、
県
北
部
の
ヘ
リ
パ
ッ

活
か
そ
う
憲
法
！ 

６・
２
３
慰
霊
の
日
に
想
う
！ 

ト
は
い
ら
な
い
住

民
の
会
を
訪
問
、

大
浦
湾
の
サ
ン
ゴ

と
埋
め
立
て
工
事

の
船
上
見
学
、
辺

野
古
ゲ
ー
ト
、
読

谷
村
チ
ビ
チ
リ
ガ

マ
慰
霊
と
見
学
。

嘉
手
納
基
地
や
嘉

数
台
地
か
ら
普
天

間
基
地
を
見
学
、

ま
た
地
域
の
方
と

の
交
流
な
ど
も
あ

り
盛
り
沢
山
の
企

画
で
し
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ

を
再
確
認
で
き
た
ピ
ー
ス

サ
イ
ク
ル
で
し
た
。 

沖
縄
の
６
月
２
３
日
は
、

日
本
軍
が
解
散
命
令
を
発

出
し
組
織
的
戦
闘
が
終
わ

っ
た
日
と
さ
れ
、
慰
霊
の
日

と
定
め
ら
れ
た
休
日
で
す
。

県
民
、
家
族
が
一
堂
に
会

し
、
終
戦
末
期
の
沖
縄
地
上

戦
の
犠
牲
者
約
２
０
万
人

を
慰
霊
し
ま
す
。
県
下
各
地

で
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
、

県
民
行
事
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
日

は
、
戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し

チビチリガマの見学 

私たちの 2023 春闘 

４
月
２
５
日
の
団
体
交
渉
は
会

社
側
の
事
情
に
よ
り
中
断
と
な
っ

た
た
め
、
電
話
に
て
次
回
団
交
日

程
調
整
を
申
入
れ
た
と
こ
ろ
、
社

長
個
人
の
予
定
お
よ
び
心
身
の
安

定
を
理
由
に
次
回
団
交
日
程
が
提

示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
５
月
２

３
日
、
６
月
５
日
に
再
度
文
書
に

て
日
程
調
整
を
申
入
れ
ま
し
た

が
、
ど
ち
ら
も
社
長
の
健
康
上
の

理
由
で
日
程
提
案
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
の
６
月
２
０
日

の
申
し
入
れ
に
対
し
て
は
、
１
０

悲
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
な

ぜ
父
母
兄
弟
姉
妹
が
死
な

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
、
な
ぜ
ガ
マ
で
の
集
団

自
決
が
発
生
し
た
の
か
な

ど
の
悲
惨
な
戦
争
の
事
実

を
学
び
現
地
を
見
る
こ
と

で
、
平
和
の
大
事
さ
を
学
ぶ

一
日
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
昨
年
２
月
２
４

日
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
は
、
激
化
の
一
途
。
早

い
終
息
を
願
う
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
国
内
は
、
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
台
湾
有

事
な
ど
を
口
実
に
、
南
西
諸

島
の
基
地
強
化
、
そ
し
て
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
の

よ
う
に
兵
器
の
強
化
を
政

府
は
進
め
て
お
り
戦
争
へ

と
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
平
和
憲
法
の

も
と
で
、
武
力
に
よ
ら
な
い

国
際
紛
争
の
解
決
、
外
交
に

よ
る
問
題
解
決
を
政
府
に

求
め
る
活
動
を
国
内
外
の

仲
間
と
と
も
に
創
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

（
佐
藤
） 

月
３
１
日
と
い
う
あ
り
え
な
い
日

程
を
回
答
し
て
き
ま
し
た
。
６
か

月
以
上
も
団
交
に
応
じ
な
い
な
ど

春
闘
要
求
の
団
体
交
渉
を
拒
否
す

る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
４
月

の
昇
給
時
期
も
夏
季
一
時
金
支
給

日
も
過
ぎ
て
し
ま
い
、
組
合
員
は

非
常
に
苦
し
い
状
況
で
す
。 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
に
は
２
０
１

５
年
に
団
交
拒
否
お
よ
び
不
誠
実

団
交
で
全
部
救
済
命
令
が
出
て
い

ま
す
。
過
去
の
事
件
を
反
省
、
教
訓

化
し
て
ほ
し
い
と
再
三
申
し
入
れ

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ 

県
労
委
へ
の
救
済
申
立
て
へ 

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
た
も

会
社
は
不
当
労
働
行
為
を
行
っ
た

の
で
す
。
社
長
は
団
交
時
に
説
明

を
拒
む
だ
け
で
な
く
組
合
員
に
対

し
事
実
に
反
す
る
こ
と
で
非
難
や

中
傷
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
健
全

な
労
使
関
係
を
構
築
す
る
姿
勢
を

示
し
て
い
ま
せ
ん
。
組
合
員
は
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
労
働
委
員
会
へ
の
救
済
申
立

を
行
う
方
向
と
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！ 

 
 

（
清
水 

真
） 

9・17 第２６回定期大会へ 

労働法制の改悪を許さず、全て
の労働者が「安心して働き、生活
できる社会」の実現をめざして、
今大会を成功させよう！ 


